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以下の論文種別から選んでください 

・研究論文（総説・原著・文献研究） 
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倫理委員会の承認を記載してください。 

症例報告においても、個人が特定できないこ

と、同意を得ていること、研究倫理に配慮し

ていることを論文中に記載してください 
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行うことができます。事務局までご連絡ください 
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